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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 2 月 9 日 ( 2 0 2 1 . 1 2 . 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 一 実 施 の 形 態 に 係 る 電 池 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 電 極 巻 回 体 に お け る 正 極 、 負 極 と セ パ レ ー タ の 配 置 関 係 の 一 例 を 説 明 す  
る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ は 、 正 極 集 電 板 の 平 面 図 で あ り 、 図 ３ Ｂ は 負 極 集 電 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｆ は 、 一 実 施 の 形 態 に 係 る 電 池 の 組 み 立 て 工 程 を 説 明 す る 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 、 実 施 例 １ の 端 部 の 平 面 図 及 び 溶 接 点 群 の 位 置 を 示 す 平 面 図  
で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ は 、 比 較 例 の 端 部 の 平 面 図 及 び 溶 接 点 群 の 位 置 を 示 す 平 面 図 で  
あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ は 、 実 施 例 ２ の 端 部 の 平 面 図 及 び 溶 接 点 群 の 位 置 を 示 す 平 面 図  
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 実 施 例 ３ の 端 部 の 溶 接 点 群 の 位 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 実 施 例 ２ の 溶 接 ピ ッ チ の 説 明 に 使 用 す る 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 実 施 例 ３ の 溶 接 ピ ッ チ の 説 明 に 使 用 す る 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 比 較 例 の 溶 接 ピ ッ チ の 説 明 に 使 用 す る 略 線 図 で あ る 。
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【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 応 用 例 と し て の 電 池 パ ッ ク の 説 明 に 使 用 す る 接 続 図 で あ る  
。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 応 用 例 と し て の 電 動 工 具 の 説 明 に 使 用 す る 接 続 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 応 用 例 と し て の 無 人 航 空 機 の 説 明 に 使 用 す る 接 続 図 で あ る  
。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 応 用 例 と し て の 電 動 車 両 の 説 明 に 使 用 す る 接 続 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の た め 、 本 発 明 の 実 施 例 １ で は 、 溝 ４ ３ が な い 領 域 で 溶 接 を 行 う こ と に よ り 、 隙 間 が 発  
生 し に く く 、 押 え 応 力 も よ り 安 定 し た 状 態 で 溶 接 が 可 能 と な る 。 よ っ て 抵 抗 を 下 げ る こ と  
が で き る 。 ま た 、 溶 接 時 の 隙 間 が あ る 箇 所 は 局 所 的 に 発 熱 す る た め 、 溶 け 落 ち （ 穴 あ き ）  
、 ス パ ッ タ な ど が 発 生 し 易 く 、 金 属 コ ン タ ミ 要 因 の リ ス ク も あ る た め 、 溝 ４ ３ が な い と こ  
ろ へ の 溶 接 は 品 質 信 頼 性 の 高 い 電 池 の 供 給 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ で は  
、 外 周 側 の 集 電 効 率 を 目 的 と し た 、 第 ２ 、 第 ３ 溶 接 点 群 （ 溶 接 箇 所 ） を 設 け る こ と が で き  
る 領 域 を 確 保 す る こ と に よ り 、 よ り 効 率 の よ い 高 出 力 （ ハ イ レ ー ト 特 性 ） な 電 池 を 作 る こ  
と が 可 能 と な っ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
実 施 例 ３ の 溶 接 ピ ッ チ に つ い て 図 １ ０ 及 び 図 １ １ （ 図 １ ０ の 部 分 的 拡 大 図 ） を 参 照 し て 説  
明 す る 。 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 溶 接 点 群 の 展 開 図 で あ る 。 最 内 周 （  
１ 周 目 ） 、 最 内 周 （ ２ 周 目 ） 等 の 最 内 周 近 傍 に は 、 第 １ の 溶 接 点 群 の み が 存 在 し て い る 。  
そ し て 、 中 間 周 （ 例 え ば ２ ３ 周 目 及 び ２ ４ 周 目 ） で は 、 第 １ の 溶 接 点 群 、 第 ２ の 溶 接 点 群  
及 び 第 ３ の 溶 接 点 群 が 存 在 す る 。 そ の 後 、 最 外 周 （ 例 え ば ４ ７ 周 目 ） ま で 、 第 １ の 溶 接 点  
群 ， 第 ２ の 溶 接 点 群 及 び 第 ３ の 溶 接 点 群 が 存 在 す る 。 第 ２ 及 び 第 ３ の 溶 接 点 群 に よ っ て 、  
溶 接 ピ ッ チ の 周 長 差 を 抑 え る こ と か で き る 。 実 施 例 ３ は 、 第 ３ の 溶 接 点 群 が 加 わ っ て い る  
の で 、 実 施 例 ２ と 比 較 し て 周 長 差 を よ り 抑 え る こ と が で き る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 実 施  
例 ３ で は 、 最 内 周 （ １ 周 目 ） の 溶 接 ピ ッ チ を １ Ａ と し た 場 合 、 最 外 周 （ 例 え ば ４ ７ 周 目 ）  
で は 、 １ ． ３ Ａ ～ ２ ． ８ Ａ と な る 。
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